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15-5-21 :繊維機械用Fe･Cr･Mn系制振合金の減衰能特性に及ぼす微細組織の影響

ABSTRACT

In this yesea℃7"e developed Fe-12 〝脱げ% Cr-22 ,,ws% A勿alloy with high dmnpingproperO'and high

sbmgth Materid･s Lhmping p7VPerO, ad it's acklition elements hue been investigated･ Ptwliculwly･ the

eHects of the phases ofalphq gwnma and epsilon mwte7LSite, which constitute the stnLCtWe Ofthe alloy Fel12

mass% crl22 nws% Mn alloys, on the dmlPing capacio, at room temperatwe has been investigated･ Wwious

pwtio'LS Ofthese phases werefomed depending on the Co and Si contents and cold work deBne･ It wasfomd
that the combination of22 nws% Mn 4% C0-0. 4Wi and 50% Cold rollingformed the lmgest volumePwtion of

epsilon mMeyasite phase aid showed the highest dmnping capuiy･

研究目的

これまでに開発された高減衰能合金では強度が低く,構造物に用いる場合,より高い強度を有する合金の開発

が必要であった.また, Fe-Mn系合金において,直線的な板状組織を持ったEマルテンサイト相と†オーステ

ナイト相の界面が滑り易くなり,これにより内部エネルギが消費され,内部摩擦が向上することが知られている･

このことから,直線的な板状組織を持ったSマノレテンサイト相を多く形成させることが重要である･そこで本研

究では,高強度であるFe-Mn系合金において,熱加工処理の繰り返しによるeマノレテンサイト相を形成および

成長させ,高強度高減衰能合金を開発することを目的とした.

一年間の研究の内容と成果

Fe_17mass%MnAmass%Cr13mass%Si合金を用い, 600℃で30分保持し,サブゼロ処理を施した.これを過程I

とした.この過程Ⅰを2, 3回繰り返したものを含む計3種類の試料を作製し,比較評価した･また,試料の組

織を走査型電子顕微鏡(SEM)により観察した.過程Ⅰを1回施した試料をA., 3回施したものをA3とした･

このSEM写真を, Fig.1に示す. A3はAlと比較すると,直線的な板状組織を持ったSマルテンサイト相が

増加したことがわかる.さらに, AlおよびA3におけるSマJレテンサイト相の面積分率はそれぞれ37･7%

および44.6%であった.以上より,熱加工処理の繰り返しにより, Fe-17mass%Mn-4mass%Cr-3mass%Si合金

において,直線的な板状組織を持ったeマルテンサイト相およびSマルテンサイト相の面積分率を増加させるこ

とができた.

Fig.1 SEMmicrographs ofspecimenAl andA3

展望

高強度であるFe-Mn系合金を用いて,今回の手法によりさらなる高減衰能を得ることで,輸送機器や工作機

械,精密機器などの歯車,車輪,ボルトやナットに幅広く使用されることが期待できる･
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